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1 はじめに
従来から，多くのソフトウェア信頼性モデル [1,2]が提案

されている．そのほとんどが，フォールト発見数データに対
して，確率モデルを適用することにより，ソフトウェアの信
頼性を定量的に評価するものであった．著者らは，オープン
ソースソフトウェア（Open Source Software，以下 OSSと
略す）のバグトラッキングシステム上に登録されている大規
模フォールトデータを入力データとし，深層学習に基づき，
ソフトウェア故障発生時間間隔を予測するための手法を過去
に提案してきた．本研究では，クラウド OSSに着目し，従
来の手法における入力データとは異なるデータを適用するこ
とにより，推定結果に与える影響について考察する．

2 深層学習に基づくソフトウェア故障発生時間間隔
の推定
過去に，深層学習に基づく故障発生時間間隔データ（Mean

Time Between Software Failures，以下MTBFと略す）を
予測する手法が提案されてきた [3, 4]．従来の深層学習に基
づく学習構造を図 1 に示す．特徴抽出のための入力層にお
ける入力データとして，以下のようなフォールト要因が入力
データとして適用されていた．これらの入力データは，収集
される情報として，多くの一般的なバグトラッキングシステ
ムにおいて登録されている情報である．

• Changed
• Reporter
• Assignee
• Product
• Component
• Status
• Resolution
• Hardware
• OS
• Severity
• Version
• Summary

一方，バグトラッキングシステム上には，上記のデータ以
外に，あるソフトウェア開発プロジェクト特有の収集データ
が存在している．本研究では，上述した一般的に用いられて
いるデータ（以下，一般データと呼ぶ）だけでなく，特定の
OSS プロジェクトのみで記録されているデータ（以下，特
定データと呼ぶ）を学習に使用した場合における推定結果の
変化について考察する．本研究では，以下に示すような特定
データを用いた．

• Classification
• votes
• Type
• Keywords
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図 1： 深層学習の構造.

• QA Contact
• QA Contact Real Name
• Alias
• Dependent Products
• Depends On
• Docs Contact
• Fixed In Version
• URL

3 分析例
OSSとして開発および公開されている，クラウドソフト

ウェア “OpenStack”のバグトラッキングシステム上に登録
されたフォールトデータを適用した分析例を示す．ここで，
深層学習のために使用された総データ数は約 25万件であり，
このうち 50%を学習用データセットとして利用し，残りの
50%のデータをテスト用データセットとした．
一般データの場合において，総データ数の 50%の学習デー

タを利用した深層学習に基づき，残りの 50%のテストデータ
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図 2： 50%テストデータに対する深層学習に基づく累積
MTBFの推定結果（一般データの場合）．
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図 3： 50%テストデータに対する深層学習に基づく累積
MTBFの推定結果（特定データの場合）．

に対する累積MTBFの推定結果を図 2に示す．同様に，特
定データの場合における 50%のテストデータに対する深層
学習に基づく累積MTBFの推定結果を図 3に示す．また，
特定データの場合における 50%のテストデータに対する深層
学習に基づく瞬間MTBFの推定結果を図 4に示す．図 2∼
図 4から，累積MTBFの推定結果については，ほとんど差
異がないことが確認できる．一方，学習曲線などのデータか
らは，特定データを利用した場合においては，過学習または
学習不足の傾向があった．

4 おわりに
本研究では，バグトラッキングシステム上における OSS

フォールトデータに対して深層学習を適用し，MTBFの推
定結果について議論した．特に，学習のためのデータとして，
一般データおよび特定データを利用した場合における 2 種
類のMTBFの推定結果を示した．学習曲線などの比較結果

0 2000 4000 6000 8000
Number of Faults

0

100

200

300

400

500

600

700

In
st
an

ta
ne

ou
s M

TB
F

Testing Data Estimate

図 4： 50%テストデータに対する深層学習に基づく瞬間
MTBFの推定結果（特定データの場合）．

から，データの学習過程において特徴的な差異が見られた．
本研究では，採用した入力データに関する違いについて取り
扱ったが，今後は，入力データの項目を増やすなど，よりよ
い学習環境や最適な学習パラメータについて検討する必要が
あると考える．
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